























を用いてボールのリリース速度（140 km/h）と回転速度（毎分 2300 回転）からの投手の類型化を行ない，2. 
その客観的データを基に投手とのコミュニケーションを行なうコーチング法を確定したことである．ストレート
のリリース速度と回転速度の効力の検証から，「140 km/h」「毎分 2300 回転」という基準を発見した．この基
準と左右の投球腕から，投手を 8 類型に分類し，さらにそれぞれの類型に期待される役割とコーチングの方













を行なったこと，2. その類型ごとのルール化である．ここでの 4 つの基本的な類型とは，戦力として優位で
あり継投選択肢も豊富な「効率型継投パタン」，戦力としては優位であるものの継投選択肢が少ない「依存
型継投パタン」，戦力としては不利であるものの継投選択肢は豊富な「柔軟型継投パタン」，戦力として不利
であり継投選択肢も少ない「奇襲型継投パタン」である．ここでも，類型ごとの継投のルール化を行なった．
例えば，効率型継投においては，チームが強力な戦力をもち，継投選択肢も豊富であるため，予期通りの継
投を行ない投手の能力を発揮させることが重視されることから，「投手の役割は固定される」「投手の交代時
期は固定される」といったルールを示した． 
以上，3 つのマネジメントのルール化は，さらなる私の実践を通して，次の内省化と客観化を求め，次のル
ール化が模索される．このルール化は経験が重視される野球監督の経験を補うものであり，さらに，ルール
化と実践の枠組を示すことにより，それぞれの監督のルール化と実践が促進されることが期待される． 
 
 
 
 
